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　みなさんタクシー配車アプリというものをご存知でしょうか？最近はテレビCMなど放映されているのでご存知
の方も多いと思いますが、自分のスマートフォンから簡単にタクシーを配車できるアプリケーションのことをいいます。
現在、日本国内ではおもにGO（ゴー）、S.RIDE（エスライド）、DiDi（ディディ）、Uber（ウー
バー）などの配車アプリがありますが、その他にタクシー会社が運営する独自の配車アプリを
加えると、じつに数多くのアプリが存在しています。おもに都市部で生活する人たちのタクシー
利用方法を変えた配車アプリ。高齢者や障がい者の外出はどう変わったのか調べてみました。

AI 需要予測を活用して
供給力アップ　

S.RIDE 株式会社　
　　代表取締役社長  橋 本  洋 平氏

最初に訪れたのは首都圏を中心にシェアを拡大して
いる配車アプリ「S.RIDE（エスライド）」を運営する
S.RIDE株式会社。高齢者・障がい者はメインユーザー
ではありませんが、橋本社長に取材を快諾いただき、
お話を伺うことができました。

— S.RIDEのユーザー属性は？
　サービス開始当時は30～50代男性中心、現在は20代
後半のユーザーが増えてきている。男女比も当初２：１

だったのが現在は５：４程度、20代においては男女比
率がほぼ同じ。60代以上は男性が多く、70代以上の
ユーザーは男女合わせて約２％と少ない。

— 高齢者・障がい者を意識した設計上の工夫は？
　とにかく簡単で分かりやすい設計を心がけた。アプリ
立ち上げから配車依頼まで1スライドで操作が完了する。
スマートフォンはAndroidバージョン8.0以上で使えるの
で、主要キャリアのシニア向けスマートフォン（らくらく
ホンなど）にも対応している。障がい者に向けた内容で
いうと、アプリ開発当初から障害者手帳アプリ「ミライ
ロID」と連携して、障害者割引やクーポン利用に対応し
ている。また車いすのまま乗車できるジャパンタクシー
（UDタクシー）を無料で指定できる機能を実装している。

　全国シェアNo1のタクシーアプリ「GO」は1,500万ダウンロード、東京を中心にシェアを拡大している
「S.RIDE」も200万ダウンロードを突破しました。配車件数も過去最多を更新し、まさに配車アプリ全盛のタクシー
業界。簡単なアクションですぐタクシーを呼ぶことができるので、利用者数が増え続けていることも頷けます。
　一方でスマホを持たない、使いこなせない一部の高齢者、障がい者からは「電話でタクシーが呼べない、予約で
きない」「駅にタクシーが１台もいない」という声や、アプリをダウンロードした方からも「使い方がよく分からない」
「予約をしても必ず来るとは限らないので不安」「予約支払いはクレジット決済のみでタクシー券が使えない」と
いう声が編集部や全国移動ネットの関係者に寄せられています。いま都市部のタクシー移動で何が起きているの
か、配車アプリサービス提供事業者とタクシー事業者に話を聞きました。

スマホユーザーは簡単・便利に　一方でスマホを持たない人は…



左：画面中央のバーをスライドして配車完了
上：遠くからでも見やすいラッピング広告
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都市部で利用急上昇 タクシ配車アプリとは　高齢者・障がい者の外出はどう変わったのか？

— 高齢者・障がい者からお客様センターへの相談
内容は？
　恐らく高齢者からだと思われるのが「予約がちゃ
んとできているか」という確認の連絡。S.RIDEの日
時指定予約はマッチング率が高くほぼ配車できて
いるが、ごく稀に配車できないケースがある。より
確実に予約ができるようマッチング率を上げてい
きたい。

— アプリを使わないとタクシーが呼びにくい状況
になっている。アプリ側としての改善策は？
　まずはできる限りアプリを使っていただきたい。
ただタクシーは公共交通なので、アプリを使わない
方にも利用しやすいものでないといけない。S.RIDE
は親会社のソニーが開発したAI需要予測で供給率
を上げている。この技術でS.RIDEに加盟するタク
シー会社の営業収入は５～10％アップしている。こ
れが乗務員の収入アップにつながり、求人応募率、
採用率がともに約10％増加、乗務員の確保と台数拡
大に貢献している。供給量（タクシーの台数）の拡
大とAI需要予測で供給率がさらにアップするとい
う好循環で、アプリユーザー以外の方にもタクシー
を利用しやすい環境を作っていきたい。

— 予約配車※1の支払はクレジット決済のみ対応で、
福祉タクシー券など使うことができない。現金払い
やタクシー券の利用に対応することは検討してい
るか。
　クレジット決済のみの対応となっているのは、予約

料などアプリ側に支払っていただくものをタクシー会
社（乗務員）で収受することができないため。福祉タク
シー券はタクシー会社によって利用可否が分かれる
ため対応が難しい。

— 病院や介護施設などの職員が自身のスマホで利
用者のために配車依頼することがある。1つのスマ
ホで複数のアカウントを登録できないか。
　現在のアプリの仕様では1端末1アカウントになっ
ている。代理で配車することは非推奨だが、やむを
得ず代理配車をする場合は、乗車する方が乗務員に
「○○（アカウント名）さんに呼んでもらった」と知
らせていただきたい。乗務員は依頼があったアカウ
ント名でお客様を確認するので、名前が異なる場合
は乗車できない場合がある。マルチアカウント（1端
末で複数のアカウント利用）については需要がある
ことを把握している。スマートフォンなど個人が利
用する端末ではなく、病院・施設向けにホームペー
ジから利用できるWeb配車を検討したい。

— タクシー配車アプリの今後について　　　　
　ニーズが高いものであれば新しく機能・サービスを
追加することを検討していきたい。例えばアプリが使
えない方向けに、音声AIによるコールセンターを立ち
上げても良いと思う。東京でS.RIDEに対応している
約12,000台のタクシーをAI需要予測でマッチングさ
せる配車センターができれば、ユーザーの利便性を
さらに高めることができるだろう。

スマートフォンを使いこなせる人にとって配車ア
プリは簡単で便利なツールです。アプリユーザー
はタクシーをすぐ呼べるようになり、反対にその他
の人は呼びにくくなっているという現状について、
S.RIDEはデジタル・AIの技術で課題解決に取り組
んでいます。橋本社長の言葉からは、タクシーが担
う公共交通としての役割を大切にする姿勢が感じ
られました。

※1.予約配車は、日時を指定して事前に予約すること。通常の配車は、その場で配車依頼する即時配車。



平日の午後、鶴見駅にタクシーはいなかった
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アプリは流し営業に近い
必要なのは確実な配車　

東宝タクシー株式会社　
　　　　代表取締役  大 野  慶 太 氏

次に向かったのはアプリで配車依頼を受けるタクシー
会社。１社目は横浜市鶴見区を拠点に営業している
東宝タクシーを訪問しました。地域密着で子育てタ
クシーやUDタクシーの福祉利用に注力している会
社です。大野社長は現在（一社）子育てタクシー協
会の会長も務めています。

— 配車件数に占めるアプリ配車の割合は？
　アプリ開始後から徐々に増えて、昨年アプリと電話
配車が逆転した。輸送回数に占める配車件数の割合も
2021年の約40％から50％に増えているので2021-2022
年にかけてアプリ配車が大きく伸びていることが分かる。

— アプリと電話配車、それぞれの利用者属性と特徴
について
　性別、年代については把握できていないが、アプリ
は京浜工業地帯を中心にビジネス層の利用、電話は住
宅街の高齢者や親子連れなどの家庭顧客が多い。ア
プリ配車はどこのタクシー会社でもいいのでとにかく
タクシーに早く来てほしいという方の利用が中心。一
方で電話配車はその会社に来てほしい、車いすごと乗
れる、チャイルドシートを用意してもらいたい、その
他細かな要望がある方の利用が中心になっている。少
ないアクションで配車が完了するアプリと対話形式で
ニーズに応える電話配車では、同じタクシーを呼ぶと
いう行為でも根本的な違いがある。

— アプリができる前とできた後、現場で感じる変化は？
　タクシー台数が足りない。走っているタクシーがア
プリで呼ばれているから電話でタクシーがつかまらな
い状況が起きている。これは申し訳ないことだと思っ
ている。ただアプリの普及が原因のすべてではなく、

コロナ禍を経て供給できる車両台数が減っていること
も大きな原因となっている。あとはFAXでの配車依頼
が来なくなった。これは聴覚障害のある方がアプリで
配車するようになったから。FAXでのやりとりが少な
くなったのは現場にとっても良いことだ。

— タクシーがつかまえにくいという現状に対して
何か対策は？
　お客様のニーズは確実に配車できること。その需要
に対応できるよう昨年秋からWeb予約（ホームページ
からの予約）を開始した。配車日時、お迎え場所、行き
先、乗車人数、車いすや大きな荷物の有無、その他注
意事項など細かな情報を入力できるようになっている。
入力に若干手間はかかるが、空き状況を表示している
ので確実に予約配車ができる。また要望に沿ったスキ
ルのある乗務員を手配できるので、アプリとの差別化
にもなっている。特に宣伝はしていないが、Web予約
の利用者は増えてきている。

— 駅の乗り場にタクシーがいないという声も聞くが…
　その通りだと思う。アプリで乗客を獲得できるので
あれば駅の乗り場で待つ必要もなくなる。必然的に乗
り場からタクシーがいなくなる。ここを改善するには
昭和の時代から変わっていないタクシー乗り場をデジ
タル化しないといけない。

— 大野社長は神奈川県タクシー協会のアプリ「タク
ベル」から「MOV」「GO」とアプリの変遷を経験され
ているが、タクシーアプリはどのように進化したか？
　加盟台数が増えたことで格段に使いやすく、便利に
なった。機能自体に大きな変化はないが、決済方法が
多様化している。アプリはキャッシュレス決済を推進

都市部で利用急上昇 タクシ配車アプリとは　高齢者・障がい者の外出はどう変わったのか？



配車室のオペレーターが細やかな対応でニーズに応える
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しているが、福祉タクシー券など地域ごとにカスタマ
イズされたものは対応が難しい。解決策として行政に
福祉タクシー券のデジタル化について働きかけている。

— アプリが使えない高齢者・障がい者は介護タク
シーや福祉有償運送の利用対象者であることも多い。
これらの移動サービスとの連携は？
　障がいがある方のタクシー移動を支援する「かれん
タクシー推進プロジェクト※２」（かながわ移動ネット）
に開始当初から参加している。また介護タクシーにつ
いてもお客様に安心して紹介できる事業者があれば
連携したい。先ほどのWeb予約もそうだが、これらの
取り組みについて鶴見地区のタクシー会社と連携で
きればと思っている。

— 現場の視点で感じるタクシー配車アプリの今後
と課題について
　アプリの機能については特に課題を感じていないが、
業界的にアプリ事業者がほぼ1択で選択肢がないため、
アプリの条件に合わせてサービス提供せざるを得なく
なるのが問題だと思う。タクシーの供給不足について
は、人手不足を解消するとともに、アプリ以外のWeb
予約、電話、乗り場などすべてを活用して確実に配車
できる体制をつくっていきたい。

アプリと電話の根本的な違いを認識して、電話や乗
り場でタクシーがつかまりにくいという問題に取
り組んでいる東宝タクシー。広域で簡単・便利にタ
クシーを呼べるアプリだけでなく、Web予約や電
話配車で顧客の細やかなニーズに応える地域密着
の親切・丁寧なサービスを提供していました。

地域の高齢者の
ために　
電話配車も必要　

株式会社八千代交通　
代表取締役   橋 本  優 樹 氏
乗務員　        高𣘺  憲 秋 氏

2社目に訪問したのは埼玉県川口市の八千代交通。
橋本社長（写真左）は36歳という若さですが、人手
不足を解消する求人・採用について実績とノウハウ
を持っているアイディア豊富な社長です。今回は
実際にアプリ配車を受けている乗務員の高𣘺さん
（写真右）と一緒にお話を伺いました。

— 配車件数に占めるアプリ配車の割合は？　　　
橋本　電話配車（自社無線を使った配車）とアプリ
配車の比率はここ3年で大きく変わり、2020年７：３、
2021年５：５、2022年には４：６とアプリが電話を逆転
した。この傾向は今後も続いていくと思う。３年後に
は２：８くらいになっていてもおかしくない。

— アプリと電話配車、それぞれの利用者属性と特徴
について
橋本　アプリは若い方から60代くらいまで、電話は70
～80代が多い。専用電話を設置している病院からの
配車依頼も多い。エリア的には企業のオフィスが多い
川口地区はアプリが多く、電話配車は住宅地が多い鳩
ケ谷地区が中心。

— 八千代交通は電話配車もアプリ配車も日時指定
予約を受けていないが、その理由は？
橋本　車両が少なくなっている状況で、ほぼ全車フル
稼働で営業している。日時指定予約のニーズがあるこ
とは把握しているが、何かのトラブルで配車できない
場合に代わりの車を用意することができない。予約を
受けてからお客様との約束を守れないことの方がリス
クになるので、現在のところ対応していない。電話で
は日時指定予約に対応できないが、アプリ経由であれ

都市部で利用急上昇 タクシ配車アプリとは　高齢者・障がい者の外出はどう変わったのか？

※２.障がいのある人も「もっと普通に・当たり前に」タクシー利用ができる地域、社会を目指して立ち上がったプロジェクト。
福祉有償運送を紹介するNPO法人かながわ福祉移動サービスネットワークが運営している。



取材が社長と乗務員の意見交換の場に
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ば対応する。こちらは万が一配車できない場合は川口
エリアでアプリに加盟する全７社から代替車両を用
意できるのでリスクを回避できる。

— アプリができる前とできた後、現場で感じる変化は？
高𣘺　バス停での手上げ（流しの利用）が激減した。
バス停まで行ってバスが来たらバスに乗り、バスが来
る前にタクシーが通ったら手をあげてタクシーに乗る。
そういった使い方をしていたお客様がみんなアプリ
で自宅にタクシーを呼ぶようになったのだと思う。以
前は1日に４・５回あったが、現在は月に１回あるかな
いかという感じ。
橋本　高齢者を中心とした電話配車に対する供給不足
が起こっている。アプリ優先で駅に入らないタクシーが
多くなっている。また高齢者からの電話配車が多くなっ
たので、十分な聞き取りと確認が必要なケースが増えた。

— アプリユーザーから聞こえてくるアプリの使用感は？
高𣘺　高齢者の方からはいつも親切に対応してくれ
るドライバーを指名できたらいいのに、という声を聞く。
アプリではタクシー会社の指定はできるがドライバー
の指定はできない。電話配車であれば、ある程度要望
に応えられるが、電話だとまずタクシー自体がつかま
りにくい。仕方なくアプリを使っているお客様もいる。
あともうひとつ、アプリのクレジット決済で利用する
お客様、特にビジネス利用の方から「領収書が欲しい」
と言われることがあるが、領収書はアプリ内で発行さ
れるため二重発行になりお渡しできない。なぜできな
いのか、とトラブルになりかねない状況だが、アプリ
側で改善してもらえないとタクシー会社側では対応
できない。

— 電話のお客様がアプリを利用しない理由は？
橋本　スマホを持っていないなどアプリを利用でき
ない、利用頻度が少なくアプリの必要性を感じていな
いというのが理由ではないか。あとは八千代交通でな
ければ安心して利用できないという常連のお客様が、
アプリではなく電話を利用してくれている。

— 電話配車の必要性を感じているか？
高𣘺　自分は100％アプリでも構わない。実際１日の
輸送回数30回のうち９割以上がアプリ配車という状況
なので、効率よく収入が得られるのであればその方が
いい。
橋本　乗務員は歩合制なのでそう考えるのは理解で
きる。ただ公共交通としての役割を考えるとアプリ
100％ではタクシー業界は終わってしまう。会社とし
てはアプリも電話（無線）もどちらも取って欲しい。

— 現場の視点で感じるタクシー配車アプリの今後
と課題について
橋本　アプリの利用率が上がっても電話配車をや
めるつもりはない。高齢者や障がい者などアプリ外
のお客様を対応するサービスは必要だ。今後は無線
を強化してタクシーを呼びやすい環境を作ってい
きたい。それには地域のタクシー会社との無線共有
（共同配車）も選択肢のひとつだ。いつでもタクシー
が呼べる体制を整えてアプリユーザーに「もう一度
八千代交通を使ってみませんか？」という営業をし
ても良いと思う。それには実際に対応する乗務員の
協力が不可欠。アプリと無線の両方を取ってもらい、
どちらを取っても同じ収入を得られるような配車
体制を構築していきたい。

本来電話でタクシーが呼べればアプリは必要ない
方も、タクシーに乗れないと困るという理由で仕方
なくアプリを使っているという話には驚きました。
アプリも電話も偏りなくどちらでもタクシーが呼
べることの大切さをあらためて感じました。

都市部で利用急上昇 タクシ配車アプリとは　高齢者・障がい者の外出はどう変わったのか？



タクシー配車の現状と課題
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都市部で利用急上昇 タクシ配車アプリとは　高齢者・障がい者の外出はどう変わったのか？

　電話でタクシーが配車できない、予約できないという状況は、コロナ禍による不況で起きたドライバー不足が関
係していますが、人手不足は恐らく都市部よりも地方のほうが深刻です。地方で配車アプリを活用しようとしても、
マッチング率を高められるのかという問題がついて回るでしょう。また、都市部では配車アプリの普及の影響で、タ
クシーのリソースが電話配車よりもアプリ対応に取られているという現状も確認できました。今回の取材を基に考
えられる対策として、

❶タクシーの供給力を上げる（車両台数を増やす）
❷タクシー乗り場のDXで需給のマッチングをさらに向上させる
❸高齢者・障がい者のみなさんができる限りスマートフォンと配車アプリの使い方を勉強して使いこなせるよ
　うな環境整備やサポート

この3点が重要だと思いました。また、乗り場のデジタル化やAI技術の活用など、タクシーがあるのに呼べない状況
を少しで減らせるように、さらなるDXも必要でしょう。そして私たちもデジタルについて学び、知ることが必要です。
デジタル・デバイド対策として、自治体主催の高齢者向けスマホ教室に参加してみるなど、自分たちができることをやっ
てみる。これも「自助」のひとつです。スーパーやコンビニではセルフレジが設置され、インターネットでの買い物
が当たり前の世の中になりました。とはいえ新しいことに挑戦するのが難しい方、もっと細かい
ニーズがある方もいらっしゃると思います。そういう方のためのサービスも必要不可欠です。「簡
単・便利」だけでなく「親切・丁寧」も大切にする。誰もが安心して利用できるタクシーを目指して
いる、タクシー事業者の今後の取り組みに期待したいです。
※3.デジタルトランスフォーメーションの略。デジタル技術を用いてシステムやサービスの変革を行うこと。
※4.情報通信技術を利用できる人とできない人の間に生じる格差

タクシー配車にはさらなるDX※３が必要。
高齢者・障がい者のデジタル・デバイド※４対策



（イラスト：坂板モツto毬栗堂）
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【第６回】
「受け取る？」 「断る？」 利用者からの差し入れ事情

　今日は彼岸の入り。来週の運行の確認のために、移動サービスの事務所に行ったら、ちょうどZさんが帰っ

てきたところでした。利用者さんは、来週、私が運転する予定のSさん。料理上手で、この前お孫さんが

遊びにきたとき、得意の煮込み肉団子をつくってあげたことや、息子さんの大好物の草餅をこしらえたことを、

うれしそうに話していたっけ。と、ここまではよかったんです。事件は、Zさんが大きな風呂敷包みをでんと

テーブルにおいたときに、起こりました。風呂敷包みから取り出したお重には、むっちりとしたあんこに包まれ

たおはぎが、お行儀よく並んでいます。聞けば、Sさんからの差し入れだというではありませんか！

　ええーっ、運転者はいかなる場合でも、利用者さんから利用料以外のお礼を受け取ってはいけない決まりで

は？ 運転者養成講座のとき、そう勉強したではないですか。

　頼みの綱のコーディネーターさんまで、いそいそとお皿

とフォークの準備をしているのです。ええーっ、こういう

ときはバシッと、Zさんをたしなめてください。でも、Sさん

が「亡くなったお父さんの大好物ですから、みなさんで

召し上がってください」と、仏間から大事そうに風呂敷包み

を持ってきてくれた、と、Zさんは言うんですよ。そう、

Sさんの感謝の気持ちだし、ご主人への思いをシェアしたい、

という思いなんですよね。

　理屈ではわかるんです。でも……。やっぱりきまりは

きまり、守らなくてはいけないのではないか、と思ってしまうのです。お気持ちだけ受け取ります、と、遠慮すべ

きだったのでは、と。　

　来週も、立派なおはぎを用意してくれていたら、どうしよう。私には、Sさんの好意を受け取る自信も、断る

勇気もありません。おはぎのお重を思い浮かべると気になって気になって今夜も眠れそうにありません。

（Aさん・68歳）

　あらあら、Aさんは今日も眠れなくなってしまったのですね。多くの団体が、利用者さんからは利用料以外は

受け取らない、としているのではないかと思います。事業の公平性を保つ上ではもちろん、経済的、物理的

事情がある利用者に、必要以上の負担

をかけないための配慮でもあります。介護

保険事を担う事業者はもちろん、御法度

です。それでも、うれしかったらお礼を

したくなるのが、人のさがというもの。よ

その団体では、どうしているのか、ベテ

ランコーディネーターに聞いてみました。
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こんなとき、どうしているのか、
ベテランコーディネーターに聞いてみました。

病気の関係で頻繁に通院で利用したときなど、お菓子折りをいただくことは多いです。運転者さんは
受け取れませんと強引に利用者さんのお宅に置いてきたものを、あとからご家族が事務所に届けてく
れたことも（笑）。スタッフ会議のときに、こっそりおいしくいただきました。

　　ーー現場での「あげる、もらえぬ」の激しい応酬のあと、敵もさるもの、場所を事務所に移してもう一番、とい現場での「あげる、もらえぬ」の激しい応酬のあと、敵もさるもの、場所を事務所に移してもう一番、とい

うことですね。これは仕方ない、かな？うことですね。これは仕方ない、かな？

利用者さんが亡くなったとき、遺贈という形でまとまった金額を寄付してくださり、新しい車両の購
入費用に充てさせていただきました。私たちの厳しい懐事情を知っていらしたんですね。

ーーなるほど、感謝をカタチに遺してくださったのですね。また、故人が使っていた車イスや、福祉車両寄付もなるほど、感謝をカタチに遺してくださったのですね。また、故人が使っていた車イスや、福祉車両寄付も

ありました。紙オムツやポータブルトイレなど、あるじを失った介護用品も多いようです。ありました。紙オムツやポータブルトイレなど、あるじを失った介護用品も多いようです。

手料理を受け取ると、困ることもあります。好き嫌いもあるし…。断りきれなかった運転者が持ち帰った
煮物を、事務所でいただいたこともありましたね（笑）。

ーー気は心、無碍にはできないのが悩ましいところです。ほかにも、手づくりではこんなエピソードもありました。気は心、無碍にはできないのが悩ましいところです。ほかにも、手づくりではこんなエピソードもありました。

手づくりの刺繍の額をいただきました。でも、狭い事
務所で飾るスペースもないからしまっておいたら、ある
日突然、その利用者さんが事務所に来ることになり、
あわてて引っ張り出して、画鋲を買って来て、額を飾
りました。

ーーそうそう、大切な手づくり品は、大切な人たちに見てもらそうそう、大切な手づくり品は、大切な人たちに見てもら

いたいものなんですね。最後に、こんなお話も聞くこといたいものなんですね。最後に、こんなお話も聞くこと

ができました。ができました。

介護タクシーのドライバーさんから聞いたお話です。急に入院することになった利用者さんを迎えに
行ったら、痛みを押し殺しながら『…熱帯魚の水槽を…預かっ
てください…退院したら…迎えに…行きますから…』って。
利用者さんの必死な表情にドライバーさん、事務所にも連絡
せず、水槽ごと預かってきたそうです。職員総出でネットを
見ながら退院まで無事に熱帯魚のお世話をしたと聞きました。
自分たちを信頼してくれたからこそ、その人にとって大切なも
の＝水槽を預けてくれたんですよね、と言っていました。

　そこにはものやお金だけではなく、利用者さんからの感謝の気持ちが必ずあります。きまりは大切にしなくては　そこにはものやお金だけではなく、利用者さんからの感謝の気持ちが必ずあります。きまりは大切にしなくては

なりませんが、あたたかい人間関係あってこその福祉有償運送。利用者さんやご家族の思いに寄り添った対応なりませんが、あたたかい人間関係あってこその福祉有償運送。利用者さんやご家族の思いに寄り添った対応

ができたら、よいですね。ただし、くれぐれもご無理なくができたら、よいですね。ただし、くれぐれもご無理なく！！



10 No.38

— この業界に入ったきっかけ

は？ —

　大学は体育学部で体育教師を目指

していましたが、21歳で２種免許を

取ると仕送りが止まってしまいまし

た。（笑）それ以降は寝ていると父

に起こされて、暇なら車に乗って稼

げって感じで、毎日のようにタク

シーの運転をしていました。お陰様

で貯金出来て卒業して１年後に結

婚、ハワイへの新婚旅行へも行くこ

とが出来ました。元々車の運転は嫌

いじゃなかったし、この仕事をして

自分を育ててくれた父へのリスペク

トもありましたので、恩返しになれ

ばと思って仕事していました。

— タクシーをやっていて大変な

ことは？ —

　24時間365日の事業ですから息が

抜けないですね。子どもが小さい頃

はその夏休みに合わせ、休暇を計

画したらトラブルが発生して休めな

くなったことがありました。責任の

ある、大事な仕事ですからやむを

得なかったです。今は計画を立て

ず行ける時に出掛けるのですが、

しっかり計画を立てたい妻は不満

なようです。（笑）あと、反社との

付き合いは難しいですね。良い（稼

ぎにつながる）お客さんである反面、

怖い目にも沢山遭いました。でも、

当時元気だった方が今は高齢にな

り、うちの介護事業のお客さんに

なっていたりしますよ。（笑）

— 介護タクシー、子育てタク

シー、妊娠119番等を始めたきっ

かけは？ —

　色々な方を大切にする事業に取

り組んだのは、自家用車が増え始

めバブルは崩壊し、これは何か考

えなければと思ったのがきっかけで

す。お客はどこにいる？タクシーに

付加価値をつけるなら？タクシーに

好きで乗る人はいないはず。「暑い、

寒い、行先への行き方か分からな

い。」等、多くの人は仕方なく乗る

に違いない。「タクシーでないとな

らない人」は、「免許無し、車無し、

体力無しの人」、ならばこういう人

が普通に生活の中で使ってくれる

タクシーを目指せば、その価値を認

めてもらえると考えたのです。

— そうした考え方に異論は出ま

せんでしたか？ —

　介護保険への参入は父（当時社

長）との確執がありました。「投資

を回収出来るのか」を懸念してい

ましたが、最終的には了承してく

れました。早速、鎌ケ谷市のヘル

パー養成講座を社員10人で受講し

ました。その様子が市の介護保険

担当者の目に止まり、地域の中で

移動が課題となっているので、協

力してもらえないかと声を掛けら

れ、一緒にやってみますかという

ことになり、2000年に訪問介護事

業を開始しました。折しも鎌ケ谷

市は条例で介護保険の特別給付（横

出しサービス）として「介護移送

サービス」をスタートしました。対

象は要支援、要介護の方で利用目

　協進交通は、半径５km圏内に特化した千葉県鎌ケ谷市にあるお客様の指名率ＮＯ.１のタクシー会社

です。県内で最も早く介護タクシーと子育て陣痛タクシーに取り組み、今後も業界初の取り組みに挑戦

し続け、お客様に一生涯選ばれるタクシー会社を目指すと胸を張る小池社長。社屋にお邪魔してお話を

伺いました。

タクシーは色んな人を大切に出来る
協進交通有限会社代表取締役 / 小池 満尚さん



終始笑顔でお話
下さった社長。
事務所の雰囲気
作りにも一 役

買っているようで、スタッフさ
んが「鎌ヶ谷は日ハムのグラ
ンドがあるので、ダルビッシュ
も大谷もお客さんだったから、
声ききましたよー」と明るく
自慢気に声をかけてくれたの
が印象的でした。
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的に限定がないため、パチンコで

もお酒を飲みに行くでもOK。１日

２回利用出来て保険点数は通院等

乗降介助と同じ。この制度を上手

く利用して暮らしを楽しんでいる

方が多くいます。

— 妊婦119番、聞き慣れない取

り組みですが…。 —

　事前に妊婦さんの個人情報を登

録してもらって、いざという時、

最優先でタクシーが駆けつけて病

院に搬送するというサービスで

す。本当に少子化？と思うくらい

に、日に２～３件の新規登録があ

ります。実際にあったケースですが、

女性ドライバーが駆け付けると、

トイレに行きたいと言われ付き添う

と、陣痛が始まっていて赤ちゃんを

受け止め、旦那さんに連絡し隣人

に声かけし上の子を預け病院へ搬

送しました。ここまでやって料金

はタクシー運賃のみしか頂きませ

ん。車内での出産も時々あります。

でも、こうした事を住民は見てく

れています。感謝の気持ちを持っ

て頂けているようで、何かの時に

は協進交通にと思ってくれる、そ

れがブランディングであり宣伝に

も繋がっています。

— 自家用有償運送の認定講習

会も主催されていますね。 —

　認定講習は行政からの要請を受

け僕で良ければと受けました。タク

シーに合わない方がいます。例え

ば知的障害者、精神障害者等は決

まったドライバーでの対応が良い

ですよね。そうした方たちの外出を

支えるのに、白タクでない乗り物が

必要と考え協力しています。受講

者は千葉全域から運輸支局に紹介

されて来ます。施設送迎、透析病

院送迎、タクシーをリタイアしたド

ライバー、知的もしくは精神障害者

が通う作業所職員が受講します。

10名定員で隔月、年６回開催です

が定員割れすることはありませ

ん。講義では人の命、財産を預か

る覚悟があるかを問い、自分の責

任についてちゃんとすり合わせる

よう話し、利用者の安全と共に自

分の安全の大切さを説いています。

— 配車依頼の電話が引っ切り無

しですね。 —

　電話は２回線でオペレーター

１～２名が対応しています。車両は

30台で、うちUD車が16台、福祉車

両が１台ですが、日に750トリップ

をこなします。ドライバーには通常

の歩合に加え、運行中に介護を

行ったらポイント加算し給与に反映

するようにしています。ドライバー

の働き方も色々ですが、日中のみの

乗務でも夜間の営業収入にひけを

とらない額を稼ぐ人もいます。

— これからの交通政策に望む

ことは？ —

　自家用車と公共交通のバランス

をとってほしいですね。例えば、

駅前の道路が渋滞して駅のタク

シー乗り場に入れず、お客様を待

たせてしまい怒られるんです。な

ので、午前８～ 10時の通院、通学

の時間帯は、バスやタクシーの優先

レーンを設け自家用車のパーク＆

ライドを推進する等の施策を推進

して欲しいです。CO2削減、電気

自動車導入も良いですが、タクシー

を含め公共交通の活用を促しても

らいたいですね。

— これからやりたいことはあ

りますか。 —

　プライベートでは生涯続けられ

ることは何かを模索中です。会社

人生を送って来たので無趣味で

今は犬の散歩が楽しみです。会社

的には配車依頼の電話がきても供給

不足で受けられない、これを何と

かしたいです。もうすぐ68歳にな

るのですが72歳で引退予定でして、

経産省の事業を利用しで事業継承

計画を立てました。事業は息子に

託して、今住んでいるニュータウ

ンは、子育て世代が多いので駄菓子

屋でもやろうかな（笑）。



立川市の土砂災害ハザードマップ

谷口さん（左）と海老原さん（右）
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/ 被災地における移動支援活動の現場からシリーズ
障がい者の在宅生活を支える団体に聞く災害への備え

　
　災害発生に備えて移動支援活動の準備を実践されている、社会福祉法人幹福祉会 ヘルプ協会たちかわ（東京都
立川市）の谷口所長と介助サービス部サービス提供責任者の海老原さんに、現在おこなっている取り組み内容と
今後の課題について伺いました。これから災害対策に取り組む移動支援団体のみなさんにとって参考になることが
多くありましたので、モヴェーレ36号で取り上げた「災害時の移動サービス対応指針」にある６つのポイントに沿って
まとめてみました。

 無理をせずに現在あるもので              
何ができるかを考える

谷　口 ： まずはじめに防災を考えるうえで大切なこ
とは、無理してやるのではなく、今あるもので何が
できるかを平時に考えていくことです。例えば私た
ちの事務所がある建物は、大地震で倒壊する危険
があり、耐震工事に２千万円かかると言われました。
とても払える金額ではなかったので、少しでも倒壊
を遅らせることができるように60万円で鉄骨補強を
行いました。サービスを維持できなくなるような
金銭的負担や、継続で
きない防災対策は意味
がありません。このポイ
ントを前提にお話させ
てください。

図上訓練と日常業務を通じて
災害時に危険な地域を確認

〈１〉活動地域のハザードマップを確認する

谷　口 ： 法人職員の防災士の指導のもと、私たち
は2008年から定期的に防災研修を行っています。

そこで災害をシミュレーションしながらハザードマップ
を確認する「図上訓練」というものを実践しています。
また担当ヘルパーから利用者宅の状況をヒアリング
して災害発生時にどのような対応が必要になるかを
検討します。
海老原 ： 立川市で起こり得る災害は地震および台
風、土砂災害、水害です。災害はその内容により危険
な場所が変わります。災害発生時はハザードマップ
と現地の情報をもとにピンポイントで利用者の状況
確認と避難の案内ができるように準備しています。

3.11をきっかけに
職員・ヘルパーとの契約を見直し

〈 ２ 〉連絡先・連絡方法を共有する

谷　口 ： 連絡方法は電話とメールです。2011年３月
11日、東日本大震災の時は職員・ヘルパーへ安否確認
を取ると同時に訪問可能な利用者宅へ行ってもらう
よう協力を要請しました。その後の振り返りで「災害
発生時は私たち職員も被災者になる」という話になり、
今後の対応について話し合い、契約内容を見直しま
した。まずは家族の安否確認ができる体制作りをお願
いして、安全が確認できたら事務所に来てもらうこと。
また担当ヘルパーの安全が確保できない利用者宅に
は、サービスの提供をお断りすることを確認しました。
そして利用者懇談会で私たちがどこまでできるのか
を説明し、ご理解いただきました。

もっとも重要なのは安否確認
それが次の行動を決める

〈３〉災害状況に応じた支援体制と内容を決めておく

谷　口 ： 2005年の新潟中越地震発生時、立川は



９月1日に実施した避難訓練
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震度４でかなりの揺れでした。その時利用者から「な
ぜ安否確認しないんだ」とお叱りを受けたんです。
その時の経験が３.11の時に活かされました。まずは
安否確認を最優先に、当時事務所にいた職員全員
で利用者の安否確認を実施、電話がつながらない方
は車で様子を見に行ったり市役所に確認を依頼して、
約３時間で全利用100名の安否確認を完了しました。
また地震発生時、事務所内には知的障がいの利用
者が数名いたのですがパニックになってしまい、揺れ
が収まってから事務所前の駐車場に避難しました。
この経験が毎年行っている避難訓練（R６年度より義
務化）のきっかけになりました。
海老原 ：  今年も９月１日（防災の日）に避難訓練を
実施しました。学校の避難訓練などを参考に「どん
な状況で避難するのか」を考えて実施しています。
災害の状況を考えることが防災意識を高めるきかっけ
にもなっています。また最新の防災知識を得るため
に地域の防災センターや消防署などを訪問して情報
収集しています。

谷　口 ： 利用者の支援についてはご家族がいらっ
しゃるところよりも単身独居の方を優先するなど、予
め優先度を点数化しています。災害発生時に対応が必
要な利用者とヘルパーの数が合わない時にトリアー
ジできる体制を整えています。

行政との情報共有や地域の
ネットワークづくりはこれから

〈４ 〉利用会員の避難行動要支援者名簿掲載と
個別避難計画の把握は難しい

海老原 ：  こちらは行政のパートになるので、私たち
から利用者に名簿掲載を促す程度になります。名簿
の閲覧権限もないので、実際に掲載されたのか、
内容変更や更新の確認はどのようにしているのか、
名簿を活用した避難行動などがあったのかなど、把握
ができていません。もう少し情報共有できると良い
のですが。

〈５ 〉ネットワーク作りは始まったばかり
谷　口 ： 2017年に立川市と市内の社会福祉法人
30事業所（現在は78事業所）が災害協定を結びました。
施設を運営していない私たちは以下の4項目について
協力することを表明しています。

・ 災害時における要支援者の移送
・ ボランティアに対する介護や福祉車両運転の
　技術指導

・ 障害者へのピアカウンセリング
・ 車両の貸し出し

ただ協定は結んだものの、コロナ禍以降、防災の
ために定期的に開かれる会合もなく、災害時どのよ
うに運用されるのかは共有されていません。避難所
への車両乗り入れ、通行禁止道路の通行、ガソリン
の優先給油など、移動支援活動に必要な項目をこれ
から市と協議する必要があります。

〈６ 〉受援体制を整えるには…
海老原 ：  立川で災害が発生した時、私たちが身動き
できない事も考えられます。近隣市町村と相互応援
協定のようなものを結んで、被災した時どのような支援
が必要になるかを事前に共有しておくことが課題です。

ヘルプ協会たちかわ 防災活動のポイント
◆地域の危険な場所を把握、避難行動支援やサービス提供を優先する利用者を点数化して有事に備える。
◆有事の際は安否確認を最優先に行い、状況に応じて自分と家族の安全が確認できたヘルパーへ応援を要請。
◆防災研修、避難訓練で職員・ヘルパー（ほとんどが上級救命講習修了）、利用者へ防災の意識付けをする。
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市と生活支援コーディネーターによる伴走支援市と生活支援コーディネーターによる伴走支援
〜市内９地区で移動支援が実施されるまで〜〜市内９地区で移動支援が実施されるまで〜
市と生活支援コーディネーターによる伴走支援市と生活支援コーディネーターによる伴走支援
〜市内９地区で移動支援が実施されるまで〜〜市内９地区で移動支援が実施されるまで〜

〈愛知県日進市〉〈愛知県日進市〉〈愛知県日進市〉〈愛知県日進市〉〈愛知県日進市〉〈愛知県日進市〉
“総合事業”に基づく移動支援が始まります

　日進市では、2020～2022年度に、愛知県のモデル事業として「高齢者移動支援
推進事業」に取り組みました。県が車両のリース代や会議費用などを負担し、市で
は生活支援コーディネーターと市の地域福祉課等が伴走する形で、住民主体の移動
支援の仕組みを作る事業です。
　モデル事業を始めるにあたって考えたのは「移動・外出は、地域包括ケアの５つ
の要素をつなぐという意味でも欠かせない要素になる」、「この仕組みがあることで、
住民の皆さんが外出したくなったり外出そのものが楽しくなったりする、そういっ
た付加価値が生まれるといい」ということでした。住民の支え合いの仕組みで移
動支援を実施するわけですが、その目的は移動そのものではありません。例えば、
見守りや交流のきっかけを作りたい、災害が起きた時に顔見知りになっておくのがいい、買い物で顔の見える関係を作っ
ておこう、そんな話をしている地域がありました。市としては、移動支援ありきでなく「“その地域に住む方にとっての困り
ごとは何か、解決のために住民として何ができるか（何ができないのか）”を住民の方々が気づき、考えること」を大切に
進めていきました。

　2023年秋現在、市内９地区で大きく分けて３つのタイプの移動支援が実施されています。
●マッチング型

家事支援と一体として移動支
援を実施するタイプ
▷岩崎台・香久山・五色園

●巡 回 型
停留所や時間を決めて走る
定時定路線のタイプ
▷岩根・藤塚・南ヶ丘・東山２つ

●ついで支援
ドライバーが買い物に行く日
を決めておき、乗っていきた
い人がいたらドライバーに申し
込むタイプ
▷日進ニュータウン

　 これらの取組は、市や社協が旗を振ったというよりは、住民の方の声から始まったと思っています。特に区長
さん・自治会長さん・民生委員さん・老人クラブの会長さんや会員さんは日頃から高齢者の方と接していて顔が見え、
困りごとがよく分かっています。「プロにお願いするほどではないけど自分たちでなんとかできないかな」と市や社
協の生活支援コーディネーターにお話をいただいたことが大きかったと思います。その段階では、何とかしたいと

◆日進市で取り組まれている3つのタイプ

◆９地域の取り組みが始まるまで　～生活支援コーディネーターと市による支援～

日進市健康福祉部地域福祉課　課長補佐　野村  圭一 氏

市と生活支援コーディネーターによる伴走支援市と生活支援コーディネーターによる伴走支援
〜市内９地区で移動支援が実施されるまで〜〜市内９地区で移動支援が実施されるまで〜

日進市

 愛知県
 静岡県

 長野県
岐阜県

三重県

【愛知県日進市】
人口: 93,610人、高齢化率 : 20.3％、
面積 : 34.91㎢

【日進市高齢者移動支援推進事業　モデル事業実施地区】
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いう気持ちはありますが、具体的なゴールが明確ではありません。どこを目指したいのかをクリアにして、そこまで
の道筋を一緒に考えるのが、生活支援コーディネーターや行政の役割だと思っています。基本的にはカーナビに
近いですね。最初は目的地が決まっていないので、コンシェルジュ的にまず話を聞いて、どこへ行きたいかが決まっ
たら、カーナビのように道筋を考えます。まっすぐ一直線で行きたいという方々もいれば、寄り道しながらやられる
地域もあって、長い地域だと１年ぐらい議論を重ねて形にしていきました。

日進市と生活支援コーディネーターによる支援策
１　高齢者移動支援推進事業ネットワーク会議（タクシー事業者や学識経験者を交えた会議）　
２　移動支援に関する勉強会（保険について）
３　ボランティアドライバー養成講座の開催（45名が受講／「移動ネットあいち」に委託）　
４　令和２年度第１回「にっしん地域支え合い円卓会議」（YouTubeでの動画配信）
５　市のリース車両やマイカーボランティアによる移動支援の試行運行
ほかにも…①地域への働きかけ、②組織図案や領収書案の作成、③運輸支局への同行、④事務局機能の協力、
⑤地区内（反対や不安の声）の調整、⑥自治会やまち協との調整、⑦アンケート案の作成、⑧実施方法の検討、
⑨停留所の依頼、⑩車両確保の調整、⑪試乗の調整、⑫チラシへの助言など

　モデル事業で行った支援は、愛知県の事業が終わった後も基本的には全部継続すると決めて、以下を実施しま 
した。
< 車両確保>

モデル事業では愛知県の委託費でリースしていましたが、事業が終了したので、2022年度予算で、地域福
祉基金を取り崩して車両を購入しました。また、2023年度から日本赤十字愛知県支部と連携して「高齢者健康
生活支援モデル事業」を実施しており、介護予防や健康づくりを一緒に取り組む中で、その場に行くための車
両を日赤が用立ててくださいましたので、これも活用していきます。　

< ボランティアドライバー養成講座 >
年２回実施しています。実施地区以外の人材をどう募るかというところ
に力点を置いて継続していきたいと考えています。

< 財政支援 >
2023年４月から新しい補助要綱に基づく補助金を用意しました。補助
要綱は、先行自治体の要綱を参考に組み合わせただけですが、対象事
業については3つを並べました。①訪問型サービス（生活支援の取組）
に対する補助、②通所型サービスやサロン的なものに対する補助、③移動支援の取組に対する補助。①は総合
事業の訪問型サービスB、②は元気な方も含めて色々な方がみえるので一般介護予防事業、③は訪問 D が補助
対象経費などの面で使いづらいということもあり、保健福祉事業にしました。これらを合わせて、「日進市住民主
体による介護予防・生活支援サービス事業補助金交付要綱」という一つの補助要綱にしています。

　日進市は、常に生活支援コーディネーターと連携し、地域課題及びニーズを踏まえ、住民主体のサービスの内容
を決め、必要とされる支援策を組み立てることをモットーにしています。また、補助要綱には、生活支援コーディネー
ターとの意見交換、協議体等への参加、地域包括支援センターと連携した自立支援・介護予防の取組、生活支援体
制の充実に協力することが明記され、活動が始まってからも、関係者の連携によって効果を得る仕組みが考えられ
ています。他の市町村にも参考にしていただきたい点です。

◆日進市の支援策

◆編集部より
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市民の手による移動サービス情報誌

「モヴェーレ－MOVERE」第38号
202３年1０月25日発行

定価●550円（本体500円+税／送料別）

制作●株式会社 アダプティブデザイン

発行人●中根　裕 

編集・発行●特定非営利活動法人 全国移動サービスネットワーク

〒156-0055東京都世田谷区船橋1-1-2 山崎ビル204号

Tel：03-3706-0626　　 Fax：03-3706-0661
https://zenkoku-ido.netE-mail ● info@zenkoku-ido.net

■「モヴェーレ－MOVERE」ネーミングの由来
移動サービスは「運送（transport）」するのではなく、外出のため

の「移動（movement）」を支援する活動です。「モヴェーレ

（movere）」はラテン語で「動く」の意。このネーミングには、移動

困難者を含めたすべての人々に移動権が保障されることを目指

す全国移動ネットの強い想いが込められています。

左/ 一般タクシー？乗合タクシー？配車アプリのアイコンたち
右/ 日進市地域福祉課の野村課長補佐（6/10全国移動ネット
主催シンポジウムにて）

下/ 緊急時対応を学ぶ研修用のダミー人形と「ヘルプ協会たちか
わ」の谷口氏（写真左）と海老原氏（写真右）

新理事ご紹介

2023年７月に新任した理事のご紹介です。
1氏名　2所属と活動　3出身地と活動エリア
4血液型　5星座　6これだけは他人に負けないこと
7今一番楽しいこと　8地元の自慢を一言
 
1熊谷　哲周
2ふるさと高松げんき村
花巻市総合事業（訪問型サービ
スB）と中山間地域等直接支払
制度（集落機能強化加算）を活用
して、高齢者の病院や買い物等
で「車による付き添い支援」をお
こなっています。高齢者から「暮らしの悩みが解消さ
れた」と好評です。
3生まれも育ちも、活動エリアも岩手県花巻市です
4 O型
5みずがめ座
6いつでも、どこでも寝ることができます。
7農福連携で造成した福祉農園で採れた「ナツハ
ゼ」を使い、自分で作った「ナツハゼジャム」をヨー
グルトと一緒に食べる時
8昔は、「こんな不便なところは何も良いことはな
い」と言っていましたが、みんなのチカラでさまざま
な暮らしの課題を解決したり、景観形成に取り組ん
だら、移住者が10世帯（全66世帯）やってきて、
地域が元気になりました。

1吉村　久美子
2NPO法人プウプ
平成17年にNPOプウプを立ち
上げ、平成18年にNPO法人ブ
ウプを設立しました。幼少の
頃、「旅に出るのでおにぎりを
作って欲しい」というのが口癖
だったらしいです。将来的に病院や買い物などの生活
に必要な移動だけではなく、気の向くままにどこへ
でも行けるような日が来るといいなと思っています。
3石川県小松市出身、プウプは白山市
4血液型は当ててもらうことにしています
5 「ぎょうざ」か「ブルドーザ」と答えています
6自分は自分、人は人と思っているので、勝っても
負けてもこだわっていないところ
7最近、パッと思いついたことは、先祖は何代までが
身近に感じるのかと思い、親の親の親の…と考えた

クマガイ　　 テッシュウ

ヨシムラ　　 ク ミ コ

クラヤマ　    マ　キ

全国移動ネット事務局だより全国移動ネット事務局だより
ら、案外、3代前は遠い人だなと思ったこと
8 地元の自慢といえるかわかりませんが、アイス
日本一の消費量で冬でも冷凍庫にアイスが入ってい
ることでしょうか

1倉山　麻貴
2ＮPＯ法人まるごと教育福祉会・にじ色らんど
高齢者サービス、笑いと愛のエンターテイメント
3香川県高松市出身、主に高松市
で活動
4A型
5獅子座
6人を笑わせること
7友人とのおしゃべり
8うどん

編集後記

◆アプリ、サブスク、ポイ活…。一部、もうついてい
けていません。新しいものに飛び込む勇気と、優し
い隣人を。（栞）
◆移動販売の企画のために、車を置いて担当地区
をひたすら歩いています。大事な品物たちを乗せ
た軽トラックを停めやすいか、牛乳や卵を持って
帰りやすいか、おしゃべりスペースはあるか。目線
が変わると楽しい！ (koi)


